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   Clinical and pathological observations were made on 11 cases of renal tumor seen in the 
Hiroshima Citizens Hospital for the past 8 years (1954-1961). 
   1) Renal tumors confirmed by operation and autopsy were 11 in number out of 5,385 
urological patients during 8 years. 
   2) Age  distribution  : The youngest was 20-year-old, the oldest was 75-year-old and 7 
cases in 40-60 decades. 
   3) Sex  incidence  : 9 males and 2 females. 
   4) The exposures of A-bomb in the  patients  : 3 patients had been ever exposed to A-bomb 
in Hiroshima at 1,800-2,000 meters from the hypocenter. 
   5)  Side  : Right kidneys were affected in 5 cases, left also in 5 cases and bilateral in a 
case. 
   6)  Prognosis  : Survivals are 8 the longest duration after operation is 6 years and the 
shortest 9 months. 
   One of them had metastases to the left supraclavicular lymphnodes and another one to 
the left lung and spine. 3 patients died. One of them, 24-year-old male with adenocarcinoma 
died of metastases to the peritoneum and the second one, a case of tuberous sclerosis, died 
of severe hematuria. The cause of death in the third case (75-year-old male) is unknown.






Table1～4に そ の大 要 を 示 した ,以 上 の症 例 は
1954年7月よ り1961年末 ま で に経 験 した もの であ る,
同期 間 中の 泌 尿器 科 総 患 者数 は5385名(男3670名,女










1 60 male doctor
severehematuria,
dullpain 2days
2 20 male factoryworkerdulllumbalpain
し
10days









































































































































































































































































left 230gm 14×7.5×4cm upperpole
left 200gm lL5×6,7×5.3cm alloverthekidney
right 120gm 12×7×4cm pelvis,neckoflOWerCalyCeS



































































































































































所 見 の多 様性,又 同一・腫 瘍 内 で も部位 に よつ て組 織 像
の異 る場 合 が多 い た めで あ る.従 来,成 人 の腎 実 質 腫
瘍 中Grawitz腫瘍或 はHypernephroma,小児 で は
Wilms腫瘍 或はNephroma等 の 名称 が よ く使 用 さ
れ て来 た.前 者 は所 謂clearcellを主 体 とす る癌 と
考 え られ て来 た が,同 一 腫 瘍 内に もclearcellと
granularcellが混在 した 部分 も所 々に あ り,Hyper-
nephromaを独立 して分 類す る よ りもAdenocarci-
nomaに包 含 す るの が 妥当 だ と考 え られ る よ うに なつ
た.吾 々の症 例 にお いて も肉眼 的所 見 か らは 明 に従 来
の所 謂Hypernephromaと考 え られ る も の が 多 い
カこ(Fig.2,Fig,5,Fig.8,Fig.17,Fig.20,Fig.
26,Fig.29).その組 織像 にお い ては,同 一 腫 瘍 内で も
clearcellとgranularcellが混 在 して い て明 に
clearcell一又はgranularcellcarcinomaと簡単
には 診 断 出来 ず 多様 性 であ るため(Fig.3,Fig.6,
Fig.9,Fig.18,Fig.21,Fig.27,Fig.30)すべ て
Adenocarcinomaに包 含 した.即 ち,11例中,7例
がAdenocarcinomaで大 半 を 占め てい る.
腎 孟腫 瘍 は3例 で(Fig.11,Fig.14,Fig.23),こ
の うち 移行 上 皮癌 は2例(Fig.12,Fig.24),内1例
は(case8)乳頭 状,有 茎性 で,他 の1例 は(case4)
腎孟 全 体を 広範 囲 に侵 し,周 囲 組織 に まで浸 潤 してい
る非 乳頭 状 の もので あ る,他 の1例 は や や悪 性 化 の見
られ るHamartoma(case5)(Fig.14,15)で臨床
上 腎 孟腫 瘍 の 診断 に非 常 に 困難 で あつ た 症例(Fig.13)
であ る.Case11は実 質性 良 性腫 瘍 で あ るが強 度 の血
尿 を併 つ た両 側 性 のTuberoussclerosisでTable
4の 欄 外 に示 す よ うに す でに 詳細 を報 告 し た 顔 面 に
Adenomasebaceumを併 つ た症 例 で,剖 検 に よ り診
断 を確 定 した.
被 膜 よ り発 生 した腫 瘍 及 びWilms腫 瘍 は11例中 に
は 見 られ なか つ た.
予 後
11例中死 亡 例 は3例 あつ た.Case2は20才 の 弱年
者 に見 られ たAdenocarcinomaの患 者 で 術後6カ 月
経 過 して 腹膜 転 移 を起 しIleus様 症状 で死 亡 した,
Case4は75才 腎孟 のnonpapillarytransitional
cellcarcinomaの症 例で 術 後1年3カ 月 で死 亡 した
が 原 因は 明 で ないCase11は 両 側 のTuberous
sclerosisで強 度 の血 尿 と癩瘤 様 発 作 の後 に死 亡 した
症 例 であ る.生 存 者 の内 で 転移 を 認め る ものは2例,
Case6とCase10であ る.前 者 は術 後2年 目に左 鎖
骨 上部 の淋 巴腺 に,後 者は 術 後7カ 月で肺,脊 椎 転 移
を 認め て い るが 術 後9カ 月 の現在 尚,症 状 は悪 化 して











広島市民病院における過 去8年 間,泌 蕨器科













の淋巴腺 と肺 および脊椎に転移をみ とめる.生
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